























　2020 年 7 月 17 日発効の国際オリンピック委員会（IOC）のオリンピック憲章
に示されたオリンピズムの根本原則の第一項には次のように記されている 1。
　Olympism is a philosophy of life, exalting and combining in a balanced 
whole the qualities of body, will and mind. Blending sport with culture and 
education, Olympism seeks to create a way of life based on the joy of effort, 
the educational value of good example, social responsibility and respect for 






　根本原則にこの文章が採用されたのは 1990 年 12 月に出された 1991 年のオリ
ンピック憲章からで、古いものではない 2。しかしながら、この表現は近代オリン
ピズムの生みの親とされるピエール・ド・クーベルタンの思想にのっとったもの
1　	オ リ ン ピ ッ ク 憲 章：https://www.joc.or.jp/olympism/charter/pdf/olympiccharter2020.pdf
















においても喜ばしい均衡を生み出す。古代人がmens sana in corpore sano と言っ
ているとおりである」と語っている 3。
　一方、1946 年 7 月に作成され、1948 年 4 月 7 日に発効した世界保健機構（WHO）
の憲章においては、健康は以下のように定義されている 4。
　Health is a state of complete physical, mental and social well-being and not 

















4　	厚生労働省による翻訳：『平成 26 年版　厚生労働白書』第 1 部「健康長寿社会の実現に向け
て～健康・予防元年～」2 ページ（https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/14/dl/1-
00.pdf	［2021 年 2 月 8 日最終閲覧］）。日本 WHO 協会による世界保健機関憲章前文の翻訳：
https://japan-who.or.jp/about/who-what/charter/（2021 年 2 月 8 日最終閲覧）。
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　IOC と WHO の憲章において、類似の表現が用いられているのは単なる偶然
ではない。いずれも啓蒙主義時代以来、欧米において繰り返し使われてきた「健
























年 2 月 8 日最終閲覧］）。また、ロックの『子どもの教育』（原題Some	Thoughts	Concerning	
Education）の翻訳者、北本正章の該当部分の訳注（298-299 頁）を参照。北本訳については、


































































































14　	現存部分が断片的なため、個々の解釈には異論がある。それでもIG I3 131= AIO 1137 にお
いて、「冠の競技祭」の勝者にはプリュタネイオンで食事の提供を受ける特権が与えられた
ことは疑いがない（12-18 行）。「アリストファネス『騎士』（前 424 年上演）においてピュ
ロス海戦で功績を挙げたクレオンが迎賓館での食事の権利を獲得したことが繰り返し取り上
げられていることから、この民会決議の成立年代もこのころだと考える研究者が近年多い
（Rivolta ［2014］; Blok - Van‘t Wout ［2018］）。決議を刻んだ石工の活動時期もこの解釈と矛






















15　	アテナイにおいて sitesis の権利を獲得したことが知られている人物の一覧は、Osborne 
（1981） 159-160 を参照。イソクラテスによれば、アルキビアデスは、往々にして微賤の生ま
れであったり貧しい教育しか受けていなかったりしたため、運動競技選手を見下していたと
いう（Isoc. 16.33）。彼自身は競走馬の飼育をおこない、前 416 年のオリンピックの 4 頭立て
戦車競走で勝利した。アルキビアデスは、軍事遠征の司令官として最適者であることを主張
するためにこの勝利を強調したが、強調点は私財を惜しみなく供出してポリスに名誉をもた
らしたことにあった（Thuc. 6.16.2; Plut. Vit. Alc.  11; Isoc.16.32-34）。アテナイに限らず、オ
リンピック勝者の他分野での活躍の事例がほとんど知られていないという現実を取り上げた
論考として Young （2005）がある。
16　	Fragment 2, esp. 13-14. クセノファネスをはじめ、古代の哲学者によるオリンピック批判の
事例とそれをめぐる議論については、納富（2016）を参照。
17　	Isoc. Paneg. 1; Letter 8.5; Antid . 180-182, 250. 引用部分は、それぞれ Letter 8.5 と Antid . 
250。翻訳は小池澄夫訳『イソクラテス　弁論集』（京都大学学術出版会）による。




























19　Aisch. In. Tim. 138.

























22　Pl. Lysis  203a-206e. 『リュシス』の舞台は前 400 年頃と考えられている。
23　	Aisch. In Tim. 12. 古典期のアテナイにおいては、ギュナシアルコスは 1 年任期で、公共奉
仕の一つであった（And. 1.132; Dem. 20.21）。ギュムナシアルコスの任務は、競技奉仕者と
して松明競走のトレーニングを請け負うことであった。
24　	SEG 43.381（前 168/7 年以後）. ヘレニズム時代に入ると、各地でギュムナシオンにおける
教育が制度化された。ベロイア出土のこの碑文は、ポリスによるギュムナシオンの管理に関
わるものである。SEG 43.381, 22-24 では、ギュムナシアルコスは 30 歳以上の者から選出さ
れるべきことが規定されている。このこともまた、身体訓練を日常的におこなっていたのは、
市民として政治に積極的に参加するようになる前の 30 歳以下の若者であったということを
示唆している（Gauthier - Hatzopoulos ［1993］参照）。なおジョヴァンニーニは、2004 年の
論考において、30 歳以上の市民も異なる時間帯に利用を許されていたという新しい解釈を
示している（Giovannini ［2004］ 475-477, esp. 477）。それでも 30 歳以下と 30 歳以上の市民の
間に区別がなされていたことは注目される。












数はephebos）とよばれる 18 歳および 19 歳の若者の集団訓練をあらわす言葉で、
きわめてテクニカルな言葉である。Ephebos という語も同じく前 4 世紀以前に



















に、前 4 世紀の「エフェボイの誓い」の文言との類似が見られることから、前 6 世紀にまで
さかのぼる可能性を示唆する（Kennell ［2013］）。そこまでさかのぼらなくとも、Aeschin. 
In Tim. 49 および 2.167 の記述から、大部分の研究者は、前 4 世紀前半には何らかの制度が





















（2014b） 17-22 を参照。とくに Chankowski （2014b）は、Reinmuth （1971） no.1= SEG 23.78 
= AIO 1968 を再校訂し、前 335 年以前に規律監督官（kosmetes）が存在していたと述べ、
エフェベイア制度の成立が前 335 年よりも古い可能性を示唆する。この論争についての研究
史については、Friend （2019） 15-33 および Henderson （2020） 36-55 を参照。両者ともに、
エフェベイア制度は前 335 年ころまで存在しなかったと結論する。筆者も彼らの解釈に近い
考え方をしている。この問題については、別稿で取り扱いたい。
28　	Harp. s.v. Epikrates = Lycurg. fr. 5.3. エピクラテスが法を提案したのは、一般に前 335/4 年

































Burckhardt （1996） 33-43 を参照。現存のエフェボイの一覧に刻まれた各部族のエフェボイ
の数の合計数は，500 人程度であり、このことも現実には全員が参加したわけではなかった
ことの証左だと考える研究者も多い。一方、エフェボイの誓いについて触れたリュクルゴス
も、市民全員（pantes hoi politai）が宣誓したと語っている（Lycurg. 76）。少なくとも理念
的には全市民が参加できた可能性については、Prichard （2016）を参照。 




いわゆる「エフェボイの誓い」（RO 88; 日本語訳は歴史学研究会編 ［2012］ 142 番）の文言の
下部には、ペルシア戦争時の誓いの文言が刻まれていることからも、エフェベイア制度が軍
事訓練に重きを置いた兵役奉仕の制度であると考える証左ととらえられることも多い。























下におかれていた前 322 年から前 307 年にかけてどのような状態にあったのか判
Friend （2019） T7 = IG II3 4 334. Arete + sophrosyne: Reinmuth （1971） no.9 = Friend （2019） 
T9. 
34　FGH 328 F15. = Ath. 11.495e.
35　	Reinmuth （1971） no.13 = Friend （2019） T10 = IG II3 4 336; Reinmuth （1971） no.6 = Friend 

































40　	Reinmuth no.17 = IG II2 478 （前 305 年）以降、エフェボイの訓練が 1 年に変化している。
ヘレニズム時代におけるエフェベイア制度の変化については、Friend （2019） 172-184 および
Henderson （2020） chs. 7, 8 を参照。
41　	ヘレニズム時代のアテナイにおけるエフェベイアについては、Perrin-Saminadayar （2007）
を参照。






　Mens sana in corpore sano が、心身の健康という意味で使われるようになっ
たのは、少なくとも英語圏では 17 世紀はじめころからであったとされる 44。しか
しながら、子どもの教育の必要性と子どもの教育における身体鍛錬と学習との両
輪の必要性については、すでにルネサンス期の著作に論じられていた。プルタル








44　	Knowles （2016） s.v. mens sana in corpore sano. 初出については、管見の限り不明だが、
1693 年に出版されたジョン・ロックの『教育に関する考察』第 1 巻第 1 節は、「健全な身体
に宿る健全な精神とは、この世における幸福な状態の、手短かではありますが意をつくした








　　 　さらに、ピューリタンの聖職者にして著述家でもあったコットン・マザーが 1698 年にボ
ストンで出版した冊子のタイトルは、『健全な身体に健全な精神が宿る−病からの恢復につ
いての論』（Mens Sana in Corpore Sano: a Discourse upon Recovery from Sickness）で
あった。彼は、第二の見解の章において、「精神の病は必然的に身体の病をひきおこす」（A 
sickness in the spirit, will naturally cause a sickness in the body）とも記している（Mather 
［1698］ 24）。
45　	ルネサンス期における教育およびスポーツに関する書物の出版については、McClelland 




























48　	De Bérenger （1835） 252. この書籍の出版の前年となる 1834 年に、彼が制作させた銀製の
Chelsea Stadium Shield と刻された丸盾の中央には、「欲する者には何も困難はない。健全
な肉体に健全な精神が宿る」（Volenti nihil dificile. Mens sana in corpore sano.）という 2 つ
のラテン語のモットーが刻された。なお、競技場の英語の呼称にスタジアムという言葉を充
てたのもベレンジャーが最初であったと言われる。スタジアム stadium の語は、競技場を意
味するギリシア語のstadion からとられた。彼は、1832 年および 1838 年にこのスタジアム
でオリンピックの開催を試みた。丸楯については、Credland （2006） 180-181 参照。ジョー
ジ・クルックシャンク （George Cruikshank）による丸楯のデザイン画については、同 181 頁、







sana in corpore sano が、古代ギリシアの教育との関連を意識した上でスポー
ツの場で最初に使われたのは、 1850 年代にジョン・ハレイが設立した体育場




という語を使用した。1862 年 1 月には、慈善家のメリイとともにリヴァプール・
アスレティック・クラブ（Liverpool Athletic Club）を設立し、1862 年からリヴァ
プール・オリンピック・フェスティヴァル（Liverpool Olympic Festivals）と
題したスポーツ競技会を毎年開催することを決定し、計 6 回開催した。1865 年
11 月 6 日には、ハレイを議長として、リヴァプール体育館において、オリンピ
アン協会（National Olympian Association）が創設された。NOA は「市民の力





をあらわした標語としての mens sana in corpore sano が確立することになる。
この理念を、一国主義ではなく国際的な運動に高めようとしたのがクーベルタン
であった。
49　	Polley （2011） 57. この体育場はロタンダ（Rotunda）とよばれていたビリヤードホールの中
に設けられた。
50　	Polley （2011） 67. ハレイとともに中心的役割を果たしたのは、1850 年からウェンロック・オ
リンピックを開催していた地方判事であり医師でもあったウェンロック・オリンピアン・ソ
サエティの責任者ブルックス（W.P. Brookes）、およびイギリスにドイツ式スポーツ教育を
広めたロンドンのドイツ体育協会（German Gymnastic Society of London）の責任者ラーフェ
ンシュタイン（E.G. Ravenstein）であった。オリンピアン協会は 1883 年に解散し、1885 年





の理想と幻影を結びつける言葉が、mens sana in corpore sano という句であった。
おわりに
　1912 年のストックホルム大会に際して、ゲオルク・パウリ（Georg Pauli）は、


















　 古 典 の 略 号 に つ い て は Oxford Classical Dictionary 第 4 版 の 略 号 に し た
がう。また、古代史・古典学に関する雑誌については、原則としてL’année 
philologique の略号にしたがう。
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